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私ほ今回 ， 新た に 別の 非対称分布関数を考案 した ． そ れ ほ ， 以前， 私が 本誌上 に 発表 した もの よ り ， 尖鋭度の 小 さい 分
布に 適合す るも の で ある． こ の 関数ほ t ピ ア ソ ン の 分布関数の 正型か ら透導 され たもの で ， 上 限 ， 下限 の 両端が あり ， 特殊 の
条件 の 下で t 前述 の 非対称分布関数 に 移行 し 一 致す る ． す なわ ち両者の 適合範囲は接続 して 居 り ， 理論 的に は 同 じ系列に 属す
るも の で ある ． 私 は以前発表 したも の を ， 非対称分布関数I型 ， 今回 の もの を ， 同 じく H型と呼ぶ こ と に す る ．
Key w ords Pearso ndistribution fun ctio n， Ske如ed distributio nfun ctio n
前に ， 非対称分布を ， 複合関数の 形で 考案 し本誌上 に 発表 し
た
1Iが ， そ れは ， 歪度 ， 尖鋭度に閲 し， 広 い 適合範圃を持 っ て お
り ， 応用面で は充分 と思 っ て い た ． しか しな が ら， こ の 複合関
数は ， そ れ 以前に 発表 した 非対称分布関数
2ユ と比較 した と き t
歪度が等 しく ， 尖鋭度が 後者よ り小 さ い 範囲で は l そ の 差が 大
きく な るに 従 っ て ， 僅か で は ある が近似値 とな るの で ， こ の 範
囲に 適す る単独関数 を考案 して ． 単独 関数 の 系列と して 統 一 し
たい と考 え ， ほ ぼ そ の 目的を 達 した の で次 に 報告する ．
本文で記載する非対称分布関数 は ， Pe ars o n系 曲線 の 第 二
型3I を変換 して考案 した の で ， 澄明の 過程 に お い て 必 要 な る た
め ， 先づ ， こ の 曲線と 了澄明に 必要と な る特性を記 して 論を進
め る ．
I ． ピア ソ ンの 第 二 型曲線
上記の 曲線 の 方程式ほ
y こ y．く卜宕1
m
で ある ， こ こ に
1 rく2m ＋2I
2





ははく4ほ り ， 82 を消去 して
a
2 ニ く21n＋3I声 2















と な るか ら ，




こ の と き， 変換さ れ て出来た関数を Z とすれ ば
鞘卜釦 ＋そ，喜一 昭l＋告，喜
一 1 く7ン
は新 しい 非対称の 分布関数と な る ． こ れ を非対称分布関数甘
型と呼び ， 先に 発表 した もの 2Iを ， l 型と呼ぶ こ と に する ．
く6う の 置換式は ， m一■ － Cに の とき 一 対数関数 とな る こ とほ ， 次の




と書け る ． こ こ で ， b ， t を定数 ， m を変数と 考え ると ， X
ほ m の 関数と な る ， t の任意の 一 つ の 値を ， t．で表わ し， m － C XI
禁ズ 禁 biくl＋意叫 瑚
也
－ り







両辺の 対数 を と ると
也 芯logくぞ 叫
652
こ こ で t i は任意 の 値 で あるか ら， ti， ズ．， を 変数と 考え て も
差支えな い ． しが た っ て ， こ れ らを変数t， ヱ と置き換 えて ，
t ニ 10g り ＋そI く8う
と表わす こ と が でき る ．
町 ． I型 ， 甘型聞の 関係
前節に お ける関数 Z は m 一 一 肛 の とき ， I塑 に 収 赦す る こ と
は ． 次の よ うに して 澄明 され る ．




く71式を く即 式 で ， 辺 々 相除 して ， 両辺の 対数 を とれ ば








く10I 式の 右辺の 第 1項を Pくだl， 第 2項を Q くだIと お き m 一 院
とすれ ば
禁log去慧 pくだ 坤 m Q くだ，皿 ． 一 江 く12う
こ こ で く1り よ り ， 戊
2
ニく2m ＋3ンu2 を Pくだl に 代入 して 展開す













































く14ユ，く1別 の 値を く1 3I に 代入すれば












－ －－ － 一二
く16J
り即 の 括弧内 に 於て 第 2項以下 の 項 の 分母 ほ そ れ ぞれ ， 1
次 ， 2次， 3次 川 ． ． ． の 無限大で ある が ， 分子の 対数関数は ズ が
無限大と な る と無限大 に な るが ， そ の 有限乗 は 1次 よ り低次の
無限大である ． した が っ て m 一 既 の と き， 括弧 内の 第 2項以下
の 値は 0 とな る ．




一 正 2ダ 2
1im pくだ1ヒ く17I
l血Q くだ声禁憲 logく1＋ そ，禁く忘 － りlogく1 ＋そ，
ニ ー logく1＋ 争
く1如






















Z ニ y．くズ ＋bl．も 2ゲ3 く
19フ
Z が非対称分布関数 ， 工型で ある こ と ほ ， 次 の よ うに して澄
明され る ．
く19う に お い て ，
b ニ M － a
a ほ非対称分布関数 ， I割 に お ける
注 下限値 a を表すもの で 一 本文中の くり， く7うパ1り
に おけ る a とは 異な るもの で ある ，
と お き， ズ の 原点 0を M に移せ ば
ズ＋b は ズ




















生物学 に 応用できる新 しい 非対称分布関数 王 ．








































Z ほ確立 関数 で あるか ら ， 転換 され た被積分関数も確立関数
である ． した が っ て く221の 値は 1 と な り， こ の 関係よ り， 転換







次に Z の 平均値 g は よ 次の よ うに して 求め られ る ．
亡 こ ズ
．Z ．dズ






く23ンに おい て く21 の 場合と 同 じ変換を行い ， く2 2Iの 結果を 当













dt結 r dt．． 8 C
















ざ こくM － ale2 ＋a
こ れ よ り
どj
e2 こく亡 － a小
r
M － aン
メェ ニ2 log 面二言













く251 で M が 中央値と な る こ と ほ ， ズ がM の と き ， く21 の くbン
よ り ， く221 に お い て ， 七 が 0 と な るこ と よ り ， 容易に 判 る ．
Z と， 非対称分布関数 l型と を比較す ると ， 係数yo の 他ほ ，
常数並び に 関数の 形ほ全く同 じで あり ， また ， 共 に 確率関数 で
yoニ 1ノ2J 扁 吾
なる こ と が結論 され ， 両 者は 同 じ関数 で あ る こ と が澄明さ れ
た ．
すな わ ち ， 丑型 ， は m が 大きく な る に した が っ て ， I型 に 近
似 とな り ， m が無限大に な っ た と き ， t塾 に 一 致 す る ． した
が っ て ， ト型， H型の 適合範囲は接続 して い るの で ある ．
N ． 曲線の概形
口型関数を導く基と な っ た ピ ア ソ ン の ， 打型曲線も ， m 一 蹴
の と き， H型が 収赦 して い く ト型の 曲線も ， 共 に 単峰性 で あ
り ， 上限 ， 下限， H 型の 上 限は無限大点1 に お い て 徴係数 の 値
が 0で 有 り ， モ ー ドの 両側に 各 1個の 変曲点 が有 るの で l こ の
曲線の 概形も ， ほ ぼ同様と 考え られ るが ， モ ー ドの 位置を知 る
こ と ほ 重要であ る ． 以下 ， こ れ に つ い て 述 べ る ．
く7巨 財 号をはず して
y三卜釦 十音声一 昭l＋昔，喜
一 1
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Fig．2． T hefigu re s of the tw ofu n ctio n sC a nd D． Cur v eC
a nd Dsho w the figu r e s of ske w ed distributio nfu n ction I
Whenboth oftheir c o n sta nts m ar e4， a nd the c o nsta ntk
Of C is O－1 but that of D is O－2■ To be e asierforyo uto
C O mpar e the shapes of the fu n ctio n s， I put allof their
m edia n sthe origin く0ユ， a nd als o s et up their standard
deviatio n sl－ Calc ulatio n m ethod will be sho wnin a n other
lS S u e．
6． 7 8
Tablel． T he n u mericalv alu e ofthe elern e nts that de cide thefor m of fo u rfu n ctio n sくA， B， C， Dlha ving
diffe r e nt c o n sta nts
mノノamepmaS b Media n Me a n M ode Ske w n es s Ku rto sis Minim urn M a xim u m
A 4 0．2 4． 083 0
B 4 0．4 1． 952 0
C 8 0．1 5． 365 0
D 8 0．2 2． 563 0
0．089 － 0．242 0．172 2．771 －2．410 4．383
0．171 － 0．444 0．669 3．439 －1．699 5． 48
0．079 れ 0．185 0．172 2．975 － 3． 056 6．135
0．153 － 0．341 0．697 3．778 － 2．133 8．458
b 仇 m 城頭 ，biく 卜 告芦1Iくだくbiく1＋告芦1t
となるとき， 常 に 正 で ある ．
江 の 億を 0 と おけば
ズ ニ biくl揚芦り
とな る 2板 が得 られ る ． こ れ ほ こ の 曲 線の 上 限 と 下限 に な
る ． 1 に おける ズ ほ こ の 範 囲に 含 まれ る．
軋 に お い て ，
くl＋告I杢 x x 畑
とお けば ， 方程式 は次の よ う に な る ．
一 熟m ＋りX
2
＋ 掌 x＋くm － 1鳩 一 周








よ り x の 億 が求め られ る ． こ の 値 が ， モ ー ドの 位置で ある ．
二 次導関数 は ， 計算が 煩雑に な る た め ， 本文 で ほ 省略する ．
次に 曲線 の 概形を図 1 ， 2 に示す が ， こ れほ 次に 報告する予
定の
一一
関数 の 常数 の 決め 方
，
で 求め た 表1 の 数値 を基 に して あ
る － 4例 を あげ た が ， 形状の 比較を し易くする た 捌 こ， 中央値
を 原点に と り ， 常数 b の値を 調節 して ， 標準偏差 の 値 を1 に 揃
え て ある ．
結 論
以上 私 ほ非対称 で単独 の 分布関数と して ， 先 に 本誌上 に 発表
した もの よ りも ， 尖鋭度 の 小 さい 範囲に 広く適合 の 可 能性を持
つ 分布関数を考案 した ． こ の 関数は ， ピ ア ソ ソ の 第 2型の 曲線
よ り変換 され た もの で ， 上 限 ， 下限の 両端 が あり ， また ， 特定
の 条件 の 下 で 前者 に 収赦す る ． すな わ ち 両者 は理 論的 に 同 じ系
列に 属す るの で ある ．
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